
中海自然再生事業第１期実施計画

自然再生の対象となる
区域

なかうみ

「よみがえれ、豊かで遊べるきれいな中海」を合言葉に、５つの推進の柱を設定し、
現状で実施可能かつ期待できる４つの個別事業実施計画を整理し、第１期実施計画を作成。

①アマモ場の保全・再生事業

②海藻類の回収及びその利用事業

③砂浜の保全・再生事業

④浚渫窪地の環境修復事業

第１期計画では、境港市の外江及びその周辺地域のアマモ場の

保全に取り組みます。また、アマモ場の面積を拡大する活動、お

よびアマモ・コアマモの移植適地選定のための基礎調査を行い

ます。

第１期計画の取り組みとして、現時点で海藻の肥料化施設が

設けられている場所を中心に、適切に海藻類の回収を行いま

す。回収を行うことにより水質と底質の悪化を防いで、底生生

物を斃死から守り、さらに海藻の肥料や食用としての利用事業

を行います。

浅場に掘り込まれた独立性の高い窪地を対象に窪
地内の環境改善を計り、周辺の浅場水域への無酸
素水塊の湧昇や硫化水素の湧昇を防ぎます。

砂浜をどこに再生するか、あるいはどう利用するかに

ついて、意見交換会を開催し、どのような水辺景観が

望まれるかについても地域住民を中心に意見の集約

を行います。また、砂浜を再生させる資材の検討も行

います。

中海自然再生協議会


